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　６年ほど前、私の愚息がオーストラリアへ２
週間の短期留学に出かけるときに、私への連絡
先としてＥメールアドレスをメモして渡しまし
た。インターネットが流行りはじめたころでし

たが、期待したオーストラリアからのＥメール
は来ませんでした。

　先日、友人にＥメールを出したところ、アフ
リカのジンバブエという国へ赴いていて、そこ
から返事のＥメールが届きました。感激します

ね、行ったことも見たことも無い国から、いと
も簡単にメールが届くなんて。でも返事にはＥ
メールに写真などを添付するな（＊１）、とあ
ります。『というのも、こちらは回線の速度が
遅く、添付の容量が大きいと読み込む時間がと
てもかかってしまい、このあいだは２０分もか
かりました。また、時々停電があるので、受信
中に切れたりして、パソコンにも支障をきたす
恐れがあるので、ぜひテキストでお願いしま
す。』

　このたび、当社の女性社員の娘さんがアメリ
カ合衆国へ留学することになりました。彼女も
娘さんとＥメールで連絡をとりたいのですが、
パソコンをどうするかが悩みです。そこで、や
はり娘さんがアメリカに留学している先達に聞
いてみました。留学先の学校にはインターネッ
トの設備があって使い放題（に近い）だそうで
す。そういえば、娘さんがメールで送ってきた
写真を自慢げに見せてくれたこともありまし
た。ジンバブエとは大違いです。

　ところが、父娘はローマ字でメール交換して
いたのです。アメリカの学校のパソコンは英語
用だからです。ジンバブエが日本語なのは、友
人が日本語用パソコンを持って行ったからで
す。

　今度は国内の話です。あるお客様から届く
メールの時刻がおかしいのです。朝１０時に出
したとしましょう。１時間後の１１時に当社は
メールを読みました。ところが発信時刻は１９
時なのです。お客様のパソコンの時計（＊２）
がずれているのだろうと思い、伺ったときに
チェックすることにしました。ところが、伺っ
てみると時計はあっているのです。が、時計の
画面（＊３）をよく見たら「タイムゾーン」と
いうところが〝グリニッジ標準時〟になってい
ました。このパソコンはグリニッジ（イギリ
ス）の時刻を指していたのです。
　どこの国や地域の時間帯にするかを設定する
のが、「タイムゾーン」なのです。Ｅメールは
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発信するパソコンの「タイムゾーン」を見て、
発信時刻をグリニッジ標準時に変換して送信し
ます。受け取ったパソコンはそのパソコンの

「タイムゾーン」を見て、発信時刻をグリニッ
ジ標準時からその国や地域の時刻に変換しま
す。
　ですから、イギリスの１０時に発信したメー
ルは、９時間すすんでいる日本のパソコンでは
１９時になってしまったのです。タイムゾーン
を〝東京、大阪、札幌〟に設定して解決しまし
た。

　もう一つ。ずいぶん前になりますが、マイク
ロソフト社のエクセルという表計算ソフトで
「金額が全部ドイツ・マルクになちゃう。エク
セルののどこを探しても、金額を設定するとこ
ろが見つからない。」と友人からお助けファッ
クスが来ました。「ウィンドウズの地域の設定
（＊４）が〝ドイツ語〟になっていないか、
なっていたら〝日本語〟にせよ」と連絡しまし
た。おっつけ感謝のファックスが届いたのは言
うまでもありません。
　エクセルというソフトに限りませんが、ウィ
ンドウズの設定に基づいて動作するソフトがた
くさんあります。

　このようにインターネットは世界的で、パソ
コンはそれに対応した機械なのです。ウィンド
ウズも「世界的に」対応しています。そして日
本語対応ソフトといえども「世界的に」なので
す。

　パソコンを買ってくるとすでにウィンドウズ
が組込まれています。地域の設定は〝日本語〟
で、タイムゾーンも〝東京、大阪、札幌〟に
なっています。ついうっかり変更しないよう気
をつけてください。

＊１ Ｅメールは文字（テキストと業界では呼んでいる）のほかに、写真（画像ファイル）なども送受信できます。文字
に比べると写真の送信量は膨大なものになります。もともとメールは文字だけだったので、写真などは添付と
なったようです。

＊２ パソコンの内部時計 日付と時刻を刻んでします。パソコンのスイッチを切ってもいいように電池で動いてます。
＊３ パソコンの内部時計の時刻あわせをする画面。

マイコンピュータの「コントロールパネル」の「日付と時刻」で開きます。
＊４ 「コントロールパネル」の「地域」で開きます。

ここでは言語のほか、数値・通貨・時刻・日付を表示するときの記号や単位や形式が設定できます。


